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氏 名 学年 指等教官 研究テーマ
栗田博之 D5 大将秀行 ニホンザルにおけるア
カンボウの成長と死亡
率について
田代杓子 D4 加納隆至 アフリカ大型玩人損の
採食生態
伊藤浩介 D3 小鴨群三 霊長類の性格の生物学
的研究
泉 明宏 D3 小嶋群三 霊長類の聴覚
大平桝司 D3 林 品治 霊長類脳発達における
神経栄養因子受容体の
分子生物学的研究
竹元博幸 D3 上原孤刀 野生チンパンジーの採
食生態
松原 幹 D3 上原m刀 野生ニホンザルの交Ii
職術と採企暇術の関連
水谷俊明 D3 松沢哲郎 市Jilコミュニケーショ
ンにおけるP道北唄の
役割




長谷川由香子 D2 平井啓久 大脳基底核一視床ルー
プのシステム
早川祥子 D2 上原血刀 野生ニホンザルの繁殖
戦略に関する研究
平田 聡 D2 松沢哲郎 チンパンジーの社会的
知性
船越美校 D2 大将秀行 ニホンザルの採食生態
と保全
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郷 山王広 M2 平井啓久
近藤央別口 M2 損田 穣














































猿渡正則 Ml 三上孝允 アカゲザル第4次視覚
野における注意の神経
活動に与える影響
瀬尾淳一 Ml 加納隆至 ニホンザルのオス間関
係について
山下大輔 Ml 林 基治 サル中枢神経系におけ
るBDNF,NT-3の迫
伝子発現に関する研究
森 琢磨 Ml 林 基治 霊長類脳発達における
神経栄養因子の研究












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































泉 明 宏 (課程):Auditoryperceptual
organizationinJapanesemonkeys,(Macaca
fuscata):Somepropertiesconcerning
sequentialandharmonicorganization.
(ニホンザルの聴覚における知覚的体制化 :同
時的 ･経時的体制化に関わる特性)
京都大学修士
上野有理 :ニホンザルにおける採食行動の発達と
社会的影響
海野俊平 :学習課題遂行中にサル大脳皮質から記
録したバーストニューロンの活動パターン
加藤啓一郎 :報酬及び嫌悪刺数の予期に関わる帯
状回のニューロン活動
郷 康広 :テロメア配列を指標としたマダガスカ
ル産原猿短の染色体進化の解明
近藤美智和 :オナガザル亜科における大臼歯唆耗
と歯牙使用法
西村 剛 :真猿類の喉頭位置に関する比較形態学
的研究
Cunha,MauraLuciaCeli:飼育下チンパン
ジー (PantTlDgJbdytes)kおける道具使用
ZavalaGuilen,ÅnaKarina:ミトコンドリア
D-Loopの塩基配列解析によるアフリカ大型類
人猿の遺伝的分化
(3)研究集会
霊長類学総合ゼミナール
所内研究会 rなぜ､今サルなのれ -Whydowo
useprimates?-｣
日時 :1999年12月15日(水)9:30-17:00
場所 :霊長類研究所大会議室
プログラム(◎:発表者)
9:30-ll:30口頭発表Oralpresentation1
O･1ボルネオ･ビデオレポート(BorneoVideo
ReI泊rt)◎SatosrdHIRATA
O-2 GeographicVariationofMitochondrial
DNAinIndonesiaLong-tailedMacaques
(MacacaFascjcuLaTJ'S):ThePopulationof
TabuanIslandandItsRelationshiptothe
MainlandPop山ations
◎DyahPERWITASARI-FARAJALLAH.Y.
KAWAMOTO,R.C.EYES,R.P.A.LELANA,
andB.SURYOBROTO
0-3野生ニホンザルにおける非段銭的なサンプ
ルを利用した父子判定(Paternity-analysisof
WildJapaneseMacaquesUsingNonlnvasive
Sampling)◎SachikoHAYAXAWA
0-4ニホンザルの初期成長と初期死亡率の性差
について(InfantGrowthandSexDiferences
inInfantMortalityinProvisionedFree-
rangingJapaneseMacaques)
@HiroyukiKURITA
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